
（別紙３）

～ 2026年2月20日

（対象者数） 21名 （回答者数） 21名

～ 2026年2月20日

（対象者数） 8名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

放課後等デイサービス内での入浴人数に限りがある。長期休

暇中などは時間を調整し、多くの利用児が入浴できるように

していく。

2
季節を感じ、様々な食材に触れられるようメニューを充実し

ていく。

3 さらに情報共有を徹底していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 他事業所との連携を図り、計画的な避難訓練を行う。

2 地域との交流を図る。

3

○事業所名 日向ここ

○保護者評価実施期間 2026年2月1日

○保護者評価有効回答数

2026年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所が2階にある。
避難訓練を月に一度行っているが、エレベーターが使用不可の

場合の避難方法。

児童クラブや児童館との交流の機会がない きららの木の他事業所との交流を実施。

機械浴があり、安全安楽に入浴できる。
リラックスして入浴していただけるよう配慮している。看護師

と支援員の２名体制での入浴を行っている。

おやつ(捕食）の提供をしている。
おやつを捕食として捉え、質の良い安全なムニューを提供。

季節を感じる旬の果物などの提供。

重症心身障害児の看護経験のある看護師が多数いる。

常時看護師を2人配置している。

看護師の顧問を配置し、相談や指導してもらえる体制をとって

いる。

事業所における自己評価総括表公表


